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（２）卒業研究、大学院修士および博士論文修了指導人数 
   ・卒業研究    ４名 
   ・大学院修士   ２名 
   ・大学院博士   １名 
 
（３）教育業績 （自己申告、テキストの作成など、授業の工夫など） 
特になし 
 
 
（４）国際会議出席と招待リスト 
1. Mizuno, S. and Sakane, F., Diacylglycerol kinase ζ produces 16:0-containing phosphatidic acid molecular 

species during neuroblastoma cell differentiation. In: 2016 Annual Meeting of the American Society for 

Biochemistry and Molecular Biology at Experimental Biology 2016: San Diego, California, USA: April 

2–6, 2016 
 
（５）新聞や雑誌等で報道された研究成果等（報道媒体，報道年月日，報道内容等） 
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属 
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年
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双極性障害の原因タンパク質候補発見 平

成

28
年

8
月

26
日 



（６）国際並びに国内学会での受賞 （賞名，その内容，受賞理由等） 
 
（７）国際共同研究（共同研究名，研究内容等） 
所
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職

種 
氏名 共同研究名 研究内容 

年

度 

    多数あるが進行中なので公表は控えたい． 28 

 
（８）地域・社会と連携した教育・研究活動，学会、国、県などへの協力，など 
日本脂質生化学会幹事 
科研費（基盤 S）評価委員 
日本生化学会関東支部幹事 
出張講義：「生体膜微量脂質分子が制御する多様な生理現象と病態」横浜市立南高等学校，平成 28年 11

月 29日 
 
（９）特許（発明者名，発明の名称，出願日，出願番号，整理番号等）（現時点で公表できるもののみ） 

整理番号 出願番号 出願日 発明の名称 発明者名 

 
特願

2016-220080 
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10 日 

ＤＧＫηノックアウトマウス及びこれを用

いた方法 
坂根郁夫 
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2017-004729 

平成

29 年 1

月 13

日 

ＤＧＫδノックアウトマウス及びこれを用

いた方法 
坂根郁夫 

 


